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第３章 研究開発実施報告書 

 ３ 研究開発３：課題研究を広げ、発展させる外部連携

（１） 研究開発の課題 

ア 研究開発課題とねらい 

  SSH 指定Ⅰ期では「研究者から学ぶ」こと

と「研究者として活動する」ことの体験が科

学技術人材の育成につながると考え、カリキ

ュラム開発を行った。まず「研究者から学ぶ」

機会として、SSH 特別講演会や国内外での研

修（2 年 AS クラス）、天草学連続講義（1 年

生）などの実施により自然科学分野の問題意

識を高めることができた。さらに「研究者と

して活動する」機会として、マレーシアのマ

ラヤ大学の研究者に向けた研究発表や小中学

生向けの科学体験講座「天草サイエンスアカ

デミー」の実施及び成果発信により、自然科

学に興味をもつ生徒の入学が増加した。 

  Ⅱ期では、高大接続プログラムとして、大

学研修や天草サイエンスにおいて研究者から

指導助言をいただく機会の確保に加え、天草

探究においても高大連携を進めていくことや

大学や研究機関などの新規連携先を開拓する

ことでⅠ期目以上に課題研究の深化を図る。

さらに、海外研修を継続実施しつつ、校内外

での英語での発表の機会を設け、グローバル

な視点で課題研究に取り組む姿勢を育み、将

来的に海外で活躍できる人材を育成する。 

  これらの取り組みをとおして身に付けた幅

広い知識と多角的な視点で課題研究を行い、

5つの力の伸長を図る。 

イ 研究開発の目標 

研究開発 3では以下の 3点を目標とする。 

・県外の高校や研究機関と新規に連携する。 

・「ASⅡ・Ⅲ」では県内の高校や研究機関

との共同研究を開始する。 

・「AS」と「AT」の成果を交えて SDGｓシン

ポジウムを開催する。 

ウ 研究開発の仮説 

  最先端の科学技術を「研究者から学ぶ」

ことで生徒が深い知識を獲得し、多様な視

点で課題解決に取り組む姿勢を身に付ける

ことができる。また、外部発表会等で研究

成果を発表し「研究者として活動する」こ

とで、伝える能力の向上及び地域へ向けた

成果の普及につながる。さらに、これらの

取組を海外研修によって世界視野での貢献

活動にまで飛躍させることができる。 

エ 研究開発の内容及び実践 

  研究者から学び「研究者として活動する」

機会を下記のとおり企画・実践した。また、

新規に台湾研修を実施した。マレーシアで

の研修は中止したが、海外研修代替研修を

国内で 2 年 AS クラス全員を対象に実施した。 

オ 研究開発の実践の結果概要 

＜研究機関での実習＞ 

  1 年生全員を対象に熊本大学研修を実施し、

次年度 AS クラス希望の 1 年生は九州大学臨

海実験所研修にも参加した。2 年 AS クラス

を対象に関西研修を 4年ぶりに実施し、大学

や企業の研究所を訪問して実習を行った。 

 ＜海外との連携＞ 

  台湾の靜宜大学と提携協定を締結し、今

年度初めて台湾研修を実施した。昨年まで

の海外研修は 2 年 AS クラスのみを対象とし

ていたが、台湾研修は文系、理系を問わず 1、

2 年生全ての生徒に対象を広げた。7 月には

Global Link Singapore 2023（GLS）に出場

し、南洋理工大学での発表や意見交換を行

った。マレーシア研修の代替として 1 月に

JICA 九州で研修を実施し、海外からの研修

員 10名との交流及び研究発表を実施した。3

月には ARP 探究成果発表会にて Carter 

County Museum（米国モンタナ州）学芸員に

よる講演及び科学部化石班による英語を使

った研究発表を予定している。 

＜研究者との連携＞ 

  2 月にプレゼンテーション講演会を実施、

相手に伝える極意を学んだ。3 月にはシンガ

ポール南洋理工大学佐藤裕崇教授を招聘し

SSH特別講演会を行った。 

＜地域との連携＞ 

  1 年生 5 班が天草宝島起業塾に参加してビ

ジネスプランを提案し、1 班が優秀賞（2 位

相当）を受賞した。地域の小中学生を対象

としたサイエンスアカデミーは長期休業中

に 2 回実施し、123 件の申し込みがあった。

また、商店街の活性化を目的としたイベン

トで「ミニサイエンスアカデミー」も実施

した。 

＜外部発表会への参加＞ 

サイエンスインターハイ＠SOJOではASⅢの

全班が、熊本県スーパーハイスクール（KSH）

発表会では ASⅡの全班がポスター発表を行っ

た。また、科学部が GLS や全国高校生フォー

ラムをはじめとした多くの外部発表会に参加

した。2 年生から選出された 6 名は科学の甲

子園に出場した。GLSを含め、今年度はのべ 7

班が外部発表会で英語による発表を行った。
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（２） 研究開発の経緯  

※研究開発の内容を（ア）研究機関での実習、（イ）海外との連携、（ウ）研究者との連携、（エ）

地域との連携、（オ）外部発表会への参加の 5つに整理した。

月 分類 内容 対象 

R5.4 
ウ 天草学連続講義 1年生全員 

ウ 地域創生連続講義 2年生 ATⅡクラス全員 

5 

ウ 天草学連続講義 1年生全員 

ウ 地域創生連続講義 2年生 ATⅡクラス全員 

オ 三学会合同発表会 2023 ASⅢ3班、科学部 

6 
ア 熊本大学研修 1年生全員 

ウ 天草学連続講義 1年生全員 

 

7 

オ サイエンスインターハイ＠SOJO 3年 ASクラス全員 

エ ARP探究成果発表会 全員 

エ 天草宝島起業塾 1年生希望者 

エ 出前実験講座 3年生希望者 

オ Global Link Singapore 2023 科学部 

エ 第 9回天草サイエンスアカデミー 2年 ASクラス全員 

8 

オ SSH生徒研究発表会（神戸） 3年生 ASクラス 

ア SSH関西研修 2年 ASクラス全員 

エ アマプロ（環境シンポジウム）2023 科学部 

9 
ウ 企業フィールドスタディ 1年生全員、2年 ATⅠ希望者 

オ ICAST 2023 科学部 

10 

オ 宇宙エレベーターロボット競技会 科学部 

エ ミニサイエンスアカデミー 科学部 

エ SSH中間発表会 1年生全員、 2年生 ATⅠ全員 

オ 多摩科技オンラインシンポジウム 科学部 

オ 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 科学部 

11 

オ サイエンスアゴラ in東京 科学部 

オ 科学の甲子園 2年希望者 

オ グローバルサイエンティストアワード 科学部 

オ イノベーションユース 2年 ASクラス希望者 

 

12 

オ 全国高校生フォーラム（WWL） 科学部 

オ 世界に羽ばたく高校生の研究成果発表会 2年 ASクラス希望者 

イ 台湾研修 1、2年生希望者 

オ 九州高等学校生徒理科研究発表大会 科学部 

オ 熊本県スーパーハイスクール（KSH）発表会 2年 ASクラス全員 

エ 第 9回天草サイエンスアカデミー 2年 ASクラス全員 

R6.1 

ウ 九州大学理学部附属天草臨海実験所研修 次年度 ASクラス希望者（1年生） 

イ SSHマレーシア海外研修 ※中止 2年 ASクラス希望者 

イ SSH海外研修代替研修（JICA九州） 2年 ASクラス全員 

2 ウ プレゼンテーション講演会（オンライン） 1年生全員 

3 
3/11 SSH特別講演会 1、2年生全員 

3/19 ARP探究成果発表会 1、2年生全員 
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（３） 研究開発の内容 

ア．研究機関での実習              
A1 A2 A3 B1 B2 C1 C2 D1 D2 D3 D4 E1 E2 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇  

＜仮説＞ 

研究開発 3 での外部連携の充実により、課題

研究の発展が期待でき、5 つの力を育成でき

る。 

＜研究内容・方法＞ 

(1) 概要 

今年度、2 年 AS クラスは関西研修、1 年生

は熊本大学研修と九州大学臨海実験所研修

を実施した。最先端の設備がある大学や研

究所、企業を訪問することで科学者として

課題に向き合う姿勢を学び、科学的な視点

で物事を思考する態度を身に付けることを

目指している。 

(2) 目標 

1. 各自が研究活動での自己の役割を果た

し、他者の考えも受け入れた上で自分の

意見を述べ、改善した計画を率先してリ

ード（サポート）する。 

2. 他の人の研究発表を聞き、グラフや表の

数値に着目して疑問に思ったことについ

て質問する。 

3. 英語による口頭発表を行い、英語での質

疑を正しく聞き取り、英語で適切な応答

をすることができる。 

(3) 内容 

ⅰ)SSH熊本大学研修             

期 日 令和 5年 6月 15日（木） 

参加者 1年生 

今年度も SSH 熊本大学研修を実施した。受

講講座は昨年度と同様に予め生徒たちにアン

ケートを実施し、研究に興味のある学問分野

や進路希望等を中心に希望の学部・学科を選

択させた。今年度実施した学部学科の研修は

以下の表のとおりである。 

薬学部等では昨年度から研修内容を追加し

ていただくなど、より生徒の希望や興味関心

が高まるよう研修内容を工夫することができ

た。研修は下表の６班に分かれ、各学部・キ

ャンパスへ移動して実施した。 

黒髪北 

【1班】 
文学部 

黒髪北（南）

【2班】 

教育学部 

法学部 

熊本創生推進機構 

黒髪南【3班】 
理学部 

工学部 

本荘南【4班】 医学部 

大江 【5班】 薬学部 

合津 【6班】 会津マリンステーション 

研修は、午前・午後の 2 部構成で行い、午

前は各学部・学科のゼミや研究室で取り組ま

れている研究内容や研究手法についての講義

や実習が行われ、「進学先としての大学」で

はなく「研究機関としての大学」に触れる機

会となった。午後の研修では、施設見学を中

心として最新の研究機器や実験施設で実習を

行った。講座によっては、実際に学生が授業

や研究で使用している機器に触れることがで

き、課題研究への意識の高まりが見られた。 

 

 
研修の様子（工学部） 

 

ⅱ)九州大学臨海実験所研修          

期 日 令和 6年 1 月 6日（土） 

場 所 九州大学理学部附属天草臨海実験所 

    (天草郡苓北町富岡) 

参加者 次年度 ASクラス希望の１年生 

講 師 新垣 誠司 准教等 

当初 8 月に研修を行う予定であったが、文

理選択に迷っている生徒が多かったため、1

月に研修を実施した。 

講師の新垣准教授から、天草臨海実験所の

沿革、プランクトンの種類や生活環境におけ

る分類、プランクトンの採取方法について講
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義が行われ、苓北町富岡港湾内で停泊してい

る天草臨海実験所所有の船上からプランクト

ン採取を行った。採取したプランクトンは顕

微鏡で観察し種の同定作業を行った。 

実際に観察したプランクトンは、角度が異

なると図鑑や本で見るものと違って見えるた

め、種の同定は難しく、生徒たちはそれぞれ

試行錯誤しながら、スケッチと種の同定作業

を行っていた。 

研修後は生徒にアンケートを実施した。ア

ンケート結果から、研修をとおして生徒たち

の課題意識や科学技術などへの興味関心の高

まりが見られた。また、生徒の感想にも「プ

ランクトンネットのコックの向きにも意味が

あることを知って驚いた。」「長時間顕微鏡

に触れる機会になった。次年度からの研究に

活かしたい。」など、生徒たちにとって貴重

な経験となったことがうかがえた。  

 
研修中の様子 

天草臨海実験所における調査実習の HP 

 

ⅲ）SSH関西研修                

期 日 令和 5年 8月 17日（木） 

～8月 18日（金） 

参加者 2年 ASクラス 

場 所 大阪公立大学 他 

3 年ぶりの SSH 関西研修として、関西圏内

で 1 泊 2 日の研修を実施した。１日目は大阪

公立大学人工光合成研究センターで研修を行

い、２日目は大和ハウス工業（株）総合技術

研究所で研修を行った。関西圏の最先端の研

究機関や企業や大学等を訪問することにより、

生徒の先端科学に対する知的好奇心を感化さ

せ科学技術者として飛躍するための一助とす

ることを目的として実施した。訪問先を検討

するにあたり、理学の幅広い分野を学ぶこと

や生徒が取り組んでいる課題研究および今後

のキャリア形成の参考になるよう留意した。 

1 日目の人工光合成研究センターでは、天

尾教授から「カーボンニュートラルに向けた

人工光合成技術の可能性」と題して、人工光

合成の研究や近年研究が進んでいる二酸化炭

素の地中埋設について講演をいただいた。講

演中に、生徒に二酸化炭素除去について協議

する時間を設けるなど、研修を深化させる工

夫もしていただいた。その後、研究施設を見

学し、施設内の研究者への質疑応答も行っ

た。 

研修後はホテルに移動し、学んだ内容を

スライドにまとめ、研究班ごとに発表を行

った。感染症対策のため各部屋から Google 

Meetを利用しオンラインで実施した。 

 
人工光合成センター研修の様子 

関西研修１日目の HP記事 

 

2 日目は大和ハウス工業（株）総合技術

研究所を訪問した。これは本校同窓生が大

和ハウス工業の OB であったため実現した。

研修では、研究施設の説明と見学、研究所

員の講義及び意見交換を行った。研究施設

の説明と見学では、地球温暖化等の問題解

決に向け、課題の設定や解決の手立て等の

プロセス及び実際の研究成果を学んだ。研

究所員の講義では、自身の研究内容や、自

分自身が成し遂げたい社会問題の解決にど

のような姿勢で向き合っているか等、研究

者としての在り方を学ぶことができた。ま

た、就職の動機や大学進学から就職までの

キャリア形成についても紹介された。 

 
総合技術研究所研修の様子 

関西研修 2 日目の HP記事 

https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/c9942940c001fe54a9f4ff6bdff53996?frame_id=195
https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/ed96bbdea1d9bbad61df8d5689888901?frame_id=195
https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/631eece4d962332d9c9a1891b54dd862?frame_id=195
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＜検証＞ 

(1) 2年生  

両研修ともに社会課題解決を目指す研究者

の姿勢を学ぶものとなった。これは、生徒た

ちが自身の課題研究で目指しているものであ

り、研究テーマの選定や研究手法について参

考になる部分が大きかった。生徒によっては

自身の研究テーマに直結しているため、研究

について相談する様子も見られ、本研修の目

的は達成されたと考えられる。両施設での若

手研究者との交流では、生徒たちのキャリア

形成の参考となる助言が多く、理工系の大学

進学について関心を高めることができた。 

 

(2) 1 年生 

 研修後は、生徒にアンケートを実施した。

質問項目および結果は以下のとおりである。 

質問

1 

SSH 熊本大学研修（以下、熊大研修）

に行く前と比べ、その学科について

の興味関心が高まったか。 

質問

2 

SSH 熊本大学研修を通じ、今まで知ら

なかった研究手法について知ること

ができたか。 

質問

3 

SSH 熊本大学研修を通じて、テーマに

ついての考えが深まったか。 

質問

4 

SSH 熊本大学研修に参加して良かった

か、そうでなかったか。 

質問

5 

来年度の１年生も同じ取組をした方

が良いか。 

質問

6 

SSH 熊本大学研修に行く前と比べ、進

路意識が高まったか。 

熊大研修アンケート内容 

 

 
熊本大学研修アンケート結果 

 

  上記のアンケート結果から、研修の参加に

より生徒の課題研究における研究手法や進路

意識の高まりが見られ、１年生にとって有意

義な研修であることが明らかになった。一方、

研修に満足していない生徒も数名おり、理由

として「進路希望を意識して研修を選ぶべき

だった」や「研究活動が大変な学部だと思わ

なかった」等の記述があった。進路研究や、

大学が研究機関であることの意識付けが不十

分であったため、自分が興味を持っている分

野とうまくマッチングすることができなかっ

たようである。 

今年度は学年からの要望もあり、前年度よ

り遅い 5 月末に研修希望調査を行った。それ

でも前述のように学部・学科の選択が難しい

生徒がいたため、希望調査時期については再

検討の余地がある。 

下図は、九州大学臨海実験所研修に参加し

た生徒とそれ以外の生徒のルーブリック自己

評価（2月）を比較した結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回自己評価の比較（1年生） 

 

研修受講者（実線）とそれ以外の生徒（点

線）の自己評価を比較すると、研修に参加し

た生徒は D3の評価が未受講の生徒よりも 0.6

ポイント程度高く、12 の探究場面の内、8 つ

の項目で研修を受講していない生徒よりもわ

ずかに数値の伸びが確認できた。臨海実験所

の研修では、プランクトンの基礎的知識や採

取方法、種の同定などを行った。課題研究を

進めていく上で、探究活動のテーマや背景に

関する「A：問いを立てる力」や、実験手法

や得られた結果の分析に関する「B：情報を

収集する力」「C：情報を分析する力」など

の力を伸ばすことに繋がったと考えられる。 

しかし、研修の未受講者よりも伸びの数値

が下回った項目は 4 つあり、特に「C2：考察

し結論を導く」の数値が 0.25 ポイント下回

った。今回の研修で C2 に該当するのは、プ

ランクトンの採取と種の同定作業の 2 つの場

面であるが、生徒たちにそれらの場面を意識
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して研修を受ける指導が不十分だったため、

数値が下回ったのではないかと考えられる。 

全体をとおして、このような研究機関での

実習は、生徒の探究活動への取り組み方や考

え方を学ぶ機会として効果的であるといえる。

しかし、生徒の進路希望とのマッチングやル

ーブリックを意識した言葉かけなど、生徒が

課題研究や大学進学を意識したり、研修活動

の中で自然とルーブリック評価を意識した活

動ができるように、研修の事前準備等を検討

する必要である。 

 

イ．海外研修                 
A1 A2 A3  B1 B2 C1 C2 D1 D2 D3 D4 E1 E2 

        〇 〇 〇 〇 〇  

＜仮説＞ 

研究開発 3 での外部連携の充実により、課題

研究の発展が期待でき、5つの力を育成できる。 

＜研究内容・方法＞ 

(1) 概要 

今年度、台湾の静宜大学と提携協定を締結

し、4 日間の海外研修を実施した。マレーシ

アでの研修は中止となったが、JICA九州にお

いて代替研修を実施した。海外（セルビア共

和国）からの研修員 10 名に対し、英語での

研究発表や質疑応答を行った。 

(2) 目標 

1.各自が研究活動での自己の役割を果たし、

他者の考えも受け入れた上で自分の意見を

述べ、改善した計画を率先してリード（サ

ポート）する。他者の考えも受け入れた上

で自分の意見を述べ、改善した計画を率先

してリード（サポート）する。 

2.他の人の研究発表を聞き、グラフや表の数

値に着目して疑問に思ったことについて質

問する。 

3.英語での口頭発表に参加し、英語による質

疑を正しく聞き取り、英語で適切な応答を

することができる。  

4.多くの先行研究や自身の研究成果を参考に

し、今までになかった地域への提案を創造

する。 

(3) 内容 

i）SSH台湾研修    

期 日 令和 5年 12月 18日（月） 

～12月 21日（木） 

参加者 1年生 2名、2年生 2名 

場 所 静宜大学（台湾）ほか 

 

今年度提携協定を締結した台湾の静宜大

学にて研修を行った。大学では生徒が 3班

に分かれて AS及び ATでの研究成果を英語

でスライド発表し、化粧品科学や VRを使

った実習を 3学科にて行った。また、国立

中華実験高級中学にも訪問し、現地生徒と

共同で実験を行ったほか、高美湿原にて自

然と人間活動の両立についての調査を実施

した。 

 
「食品ロス」に関する研究発表（HP記事） 

 
国立中科実験高級中学での研修（HP記事） 

 

 参加生徒に行った事後アンケートの結果によ

ると「世界に貢献できる研究活動を行いたいと

いう意識が向上したか」及び「世界視野で活躍

したいという意識が向上したか」という問いに、

参加生徒全員が「強くそう思う」と回答した。

参加者からは「翻訳機能を使うのではなく、ジ

ェスチャーを入れながら自分の言葉で意思を伝

えようとする方が相手に伝わると実感した」

「自分の英語力、特にリスニング力の不足を痛

感した」「アイコンタクトをとって大きな声で

発表することが大事だと思った」といった感想

や「自分自身の研究に役立つ多くの気づきを得

た」「将来、英語だけでなく中国語も学ぶ必要

性を感じた」「外国の大学も進学先として視野

に入れるようになった」等、今後の研究や進路

につながる感想も多く見られた。 

https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/701c4cc4420f82bc8b7622138995c9d5?frame_id=195
https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/5cc573b4b5a76751ec520998ce4d3352?frame_id=195
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ⅱ-1）マラヤ大学での海外研修 ※中止            

期 日 令和 6年 1月を予定 

参加者 2年 ASクラス（選抜）を予定 

〔中止に至った経緯〕 

今年度もマラヤ大学（マレーシア）での

現地研修を計画していたが、現地との調整

が難航し実施を見送った。 

 

ⅱ-2）JICA九州での研修（海外研修代替研修）    

期 日 令和 6年 1月 18日（木） 

参加者 2年 ASクラス 33名 

場 所 JICA九州（北九州市） 

 マラヤ大学での研修中止を受け、代替と

して JICA九州にて 2年 ASクラス全員を対象

に研修を実施した。世界の開発途上国の現

状について学び、どのように科学技術を用

いて世界の貧困の解決に貢献できるかを考

える活動を行った。更に、セルビアからの

JICA研修員 10名と交流を行い、全班（12班）

が英語で研究発表と質疑応答を行った。 

 
 

 
JICA九州研修の様子 

JICA九州研修の HP記事 

 

＜検証＞ 

次の 2 つのグラフは海外研修代替研修に参加

した 2 年 AS クラス（34 名）に行ったアンケー

ト結果の抜粋である。 

1 のグラフによると、英語でのポスター発表

が「よくできた」「ややよくできた」と回答し

た生徒は合わせて 53％で、半数超の生徒が発表

で手応えを感じたことが分かる。対して、2 の

グラフでは質疑応答が「よくできた」と回答し

た生徒はおらず、「ややよくできた」との回答

も 27％に留まっている。全体の 64％の生徒が

準備不足を原因として挙げた一方、事前準備が

「ある程度できた」と答えたにも関わらず、当

日の質疑応答があまりよくできなかったと感じ

ている生徒が 40％おり、準備にかける時間だけ

でなく方法や手立てを再考する必要性もうかが

える。 

 

1.口頭発表について 

 
2.質疑応答について 

  
 

ウ．研究者との連携                           
A1 A2 A3 B1 B2 C1 C2 D1 D2 D3 D4 E1 E2 

       〇 〇 〇    

＜仮説＞ 

研究開発 3 での外部連携の充実により、課題

研究の発展が期待でき、5つの力を育成できる。 

＜研究内容・方法＞ 

(1）概要 

都市部から離れた天草では、最先端の学

問・研究に触れる機会は多くないため、大学

や研究機関、企業等の研究者から学ぶ機会を

設ける。 

1. よくできた; 

6%

2. ややよくできた; 

61%

3. あまりよ

くできな

かった; 30%

4. よくできなかった; 3%

1. よくできた; 0%

2. ややよく

できた; 27%
3. あまり

よくでき

なかっ…

4. よくできな

かった; 27%

https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/e77ba7853341a543ed03e590c79b9d70?frame_id=195
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また、ポスターや口頭で相手に分かりやす

く伝える手法を学ぶ機会を設定することで、

自分たちの研究内容を他者に効果的に伝える

ための技術を学ぶ。 

(2）目標 

1.各自が研究活動での自己の役割を果たし、

他者の考えも受け入れた上で自分の意見を

述べ、改善した計画を率先してリード（サ

ポート）する。他者の考えも受け入れた上

で自分の意見を述べ、改善した計画を率先

してリード（サポート）する。 

2.他の人の研究発表を聞き、グラフや表の数

値に着目して疑問に思ったことについて質

問する。 

(3）内容 

ⅰ）プレゼンテーション講演会                                

期 日 令和 6年 2月 27日（火） 

講 師 西脇 資哲 氏 

  （日本マイクロソフト株式会社） 

演 題 「プレゼンテーションの極意」 

  ３月に行われる ARP 研究成果発表会でのポ

スター発表やスライド発表へ向け、プレゼン

テーションに対する意欲や技術を高める目的

で実施した。オンライン形式で実施し１年生

全員が受講した。ロボットや AI が人の代わ

りにさまざまな仕事を担うようになってきた

からこそプレゼンテーション力が必要不可欠

であることを、実演を交えながら話され、人

間にしかできないプレゼンテーションを行う

ための知識や効果的なテクニックを講演いた

だいた。 

 
プレゼンテーション講演会の様子 

プレゼンテーション講演会の HP記事 

 

＜検証＞ 

次の図は、プレゼンテーション講演会後に

実施したアンケートのうち「一番印象に残っ

たテクニックは何か」の問いに対する回答を

テキストマイニングにしたものである。

 
また「印象に残った理由」に対する回答で

は「これまでの自分にはない発想だったから」

「実演により納得したから」などの回答が多

くみられ、講演をとおして新たな知識や発想

を得て理解することができたことがうかがえ

た。 

右のグラフは自己評価 D2（伝える）に対す

る意識の高まりを表したものである。プレゼ

ンテーション講演会後のアンケートでは、プ

レゼンテーションへの意欲や技術が高まった

ことが分かる。生徒の感想にも、「話すよう

に伝える技術を ARP 成果発表会で実践したい」

「相手を巻き込むプレゼン資料に修正したい」

などとあり、今回の講演で学んだテクニック

を実際の発表の場で実践しようという姿勢が

顕著にみられた。 

 
 

ⅱ)SSH 特別講演会               

期 日 令和 6年 3 月 11日(月) 

講 師 佐藤 裕崇 氏 

（南洋理工大学 機械航空学科 教授） 

演 題 「『昆虫サイボーグ』 昆虫を無線

でコントロールすることはできるか？研究

の目的・意義・方法」 

受講者 天草高校 1、2年生及び職員 

シンガポールの南洋理工大学で研究者として活

躍する佐藤氏による「生体ハイブリッドシステ

ム」の研究をとおして経験した苦労や喜び、高

校生に期待すること等について講演を行った。 

SSH特別講演会の HP記事 

https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/b8f0a524c10fd745d9b8a405602543b2?frame_id=195
https://sh.higo.ed.jp/amakusa/blogs/blog_entries/view/216/4ddb4226636abca67d0f6af214509f6d?frame_id=195
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エ．地域との連携             」  
A1 A2 A3 B1 B2 C1 C2 D1 D2 D3 D4 E1 E2 

       ○ ○ ○  ○ ○ 

＜仮説＞ 

研究開発 3 での外部連携の充実により、課題

研究の発展が期待でき、5 つの力を育成でき

る。 

＜研究内容・方法＞ 

(1) 概要 

天草宝島起業塾は、天草 5校の高校生を対

象とした講座である。講義やグループワー

ク、地域の企業訪問等をとおして、天草の

課題や地域資源について学び、最終日に地

域活性化のためのビジネスプランを発表す

る。今年度は 1 年生 5 グループが参加し、1

グループが優秀賞（2位相当）となった。 

天草サイエンスアカデミーは、天草の小中

学生を対象とした科学体験講座であり、今年

度は 2 回対面で実施した。昨年度は参加者が

思考する場面が少なかったという反省から、

疑問を持たせて思考させる場面を講座内に設

けるよう指導した。 

(1) 目標 

1.各自が研究活動での自己の役割を果たし、

他者の考えも受け入れた上で自分の意見

を述べ、改善した計画を率先してリード

（サポート）する。他者の考えも受け入

れた上で自分の意見を述べ、改善した計

画を率先してリード（サポート）する。  

2.他の人の研究発表を聞き、グラフや表の

数値に着目して疑問に思ったことについ

て質問する。 

3.多くの先行研究や自身の研究成果を参考

にし、今までになかった地域への提案を

創造する。 

4. 実験（調査）を複数回行い、その結果を

根拠とした提案を地域に発信し、地域と

連携して粘り強く研究を進める。 

 

(3）内容 

ⅰ)天草宝島起業塾              

期 日 令和 5年 7月から 8月のうち 6日 

 場 所 天草市民センター 他 

 参加者 1年生 5班 

 主 催 天草市役所及び京都大学経営管理大

学院 

 講 師 大庭 哲治 准教授 

（京都大学経営管理大学院） 

岩長 浩平 氏 

（日本政策金融公庫国民生活事業熊

本創業支援センター） 

林 雄介 氏 

（天草自然生活農法） 

     江頭 隆太 氏（OFDO） 

  審査員 馬場 昭治 氏（天草市長） 

     大庭 哲治 氏 

岩長 浩平 氏 

 

＜前期 1日目（7月 21日）＞ 

・開講式 

・講義 1（なぜ起業なのかー地域課題からミ

ッションを考える) 

・講義 2（顧客への価値提案を考える） 

・グループワーク 

＜前期 2日目（7月 22日）＞ 

・グループ発表①(ミッションと価値提案キ

ャンパス) 

・講義 3（ビジネスモデルを考える) 

・グループワーク 

・フィールドワークについて        

＜中期 1日目（8月 3日）＞ 

・講義 4（ビジネスアイデアの考え方） 

・講義 5（ビジネスアイデアの作り方） 

・グループワークおよびフィールドワーク            

＜中期 2日目（8月 4日）＞ 

・講義 6（天草自然生活農法） 

・講義 7（OFDO） 

・グループワーク 

・グループ発表②             

＜後期 1日目（8月 26日）＞ 

・グループ発表③ 

・グループワーク 

・講義 8(天草宝島起業塾振り返り)  

＜後期 2日目（8月 27日）＞ 

・ビジネスプラン発表会 

・閉講式 

講義では、ビジネスプランの作成、マーケテ

ィング、会計など、起業についての知識を学ん

だ。フィールドワークでは、各班のプランに沿

い、地元企業や農家、観光協会、住民へのイン

タビューを行い、プランへのヒントを集めた。

ビジネスモデルの模擬発表会では講義で学んだ

ことに加え、ASで学んだプレゼンテーションの

知識・技術を生かして模擬発表を行った。その

後、馬場天草市長、大庭准教授、岩長氏の審査

のもと、最終プレゼンテーションを実施した。
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本年度は 1 年生のみの参加であったが 1 グルー

プが優秀賞（2 位相当）となった。このグルー

プは地域の農家や養鶏場で出荷できずに廃棄さ

れる不揃い野菜等を活用した高齢者向け宅配弁

当サービスについてのビジネスプランを考案し、

フィールドワークで見学した企業と連携して実

際に試作を行ったことで高評価を得た。このプ

ラン作成までの一連の活動は、「天草探究」の

活動として理想的なものである。 

 
ビジネスプラン発表会の様子（HP記事） 

ⅱ)天草サイエンスアカデミー               

 期 日 第 9回：令和 5年 7月 28日（金） 

第 10回：令和 5年 12月 28日（木） 

 実施形態 対面での実施 

 申込件数 第 9回：62 件 

第 10回：61 件 

 見学者 小中学生の保護者など 

 実施者 2年 ASクラス 34名 

     1年生の校内ボランティア有志 

第 9回実施講座（参加申込件数 62件） 

①ドローンの本当のすごさ！ 

②水が一瞬で氷に！ 

③光のふしぎについて知ろう！ 

④光るスライムを作ろう！ 

～ブラックライトのふしぎ～ 

 

実施までのスケジュール 

6月 19日 講座決定、班編制 

6月 20日～ 予備実験、指導案作成、

講座準備開始 

7月 3日 校内ボランティア募集 

7月 6日 案内チラシをデータにて

送付 

7月 28日 講座当日 

科学部に所属する生徒を班長として 4つの

講座を開講した。第 8回の講座では参加者が

極端に少なかったことから、第 9回ではデー

タによるチラシ配布を 1週間程度早めた結

果、申込数は第 8回を上回る 62件であった

(第 8回は 22件)。参加した小中学生に行っ

たアンケート(4段階評価)では「講座の内容

はわかりやすかったか」という質問に対する

回答の平均値が 3.74、「講座は楽しかった

か」という質問に対する回答の平均値が 3.78

と高評価であった(回答数 23件)。 

 
第 9回サイエンスアカデミー（HP記事） 

 

第 10回実施講座（参加申込件数 61件） 

①カイロをつくろう！ 

②いろいろな光 

③ふわふわ静電気巨大クラゲ 

④ドラえもんもびっくり！？空気砲の仕組み 

実施までのスケジュール 

11月 30日 講座決定、班編制 

12月 1日～ 予備実験、指導案作成、

講座準備開始 

12月 11日 校内ボランティア募集 

12月 12日 案内チラシをデータ配信 

12月 28日 講座当日 

第 9 回の講座後に、予備実験が足りなかっ

たことや参加した小中学生が映像を視聴する

時間が長すぎたことなどの反省点があげられ

たため、第 9回の班員を変更せずに、第 10回

の改善を図った。加えて、小中学生に疑問を

持たせ、考えさせる場面を設定するよう指導

した結果、各講座で科学現象を劇で解説した

り、小中学生が探究する場面を設ける工夫が

みられた。参加した小中学生に行ったアンケ

ート(4 段階評価)では「講座の内容はわかり

やすかったか」という質問に対する回答の平

均値が 3.83、「講座は楽しかったか」という

質問に対する回答の平均値が 3.89であり、い

ずれも第 9回を上回る値となった (回答数 53

件)。しかし、コロナ禍前に比べ申込者数が
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少なかったことが課題となった。以前は印刷

した案内チラシを小中学校へ配付していたが、

第 8 回から案内チラシをデータ化し小中学校

経由で家庭に配信した。「この講座をどのよ

うにして知ったか」という質問に対し「学校

からの案内」が 41.5%にとどまり、「保護者

から教えてもらった」が 24.5%と全体の約 4

分の 1 を占めていることから、案内が家庭に

は届いているものの小中学生自身には届いて

いない例も一定数あると考えられる。案内を

データ配信に加え、紙媒体でも行うなどの改

善を検討する必要がある。 

 
 第 10回サイエンスアカデミー（HP記事） 

 

＜検証＞ 

 次のグラフは D1、D3、E1、E2 の自己評価

において、天草宝島起業塾に参加した生徒

（14 名）と参加していない 1 年生を比較し

たものである。いずれの項目も参加した生

徒が高い数値を示した。特に対話する力（D）

の伸びが大きい。これはフィールドワーク

を行ったり講義を受けたりする中で、協働

する場面（D1）や質問する場面（D3）が多

くなったためと考えられる。 

 
天草宝島起業塾への参加による効果（1年生） 

 

 次のグラフは D1、D3、E1、E2 の自己評価に

おいて、サイエンスアカデミーに参加した 2 年

AS クラスの生徒（34 名）と AS クラス以外の 2

年生を比較したものである。特に D3（質問する）

において、大きな差があることが分かる。サイ

エンスアカデミーでの科学講座を組み立てる際

に、指導教師へ科学現象の原理を尋ねたり、小

中学生に探究させる場面を設定するための質問

を考えたりした結果と考えられる。 

 
ｻｲｴﾝｽｱｶﾃﾞﾐｰへの参加による効果（2年生） 

 

オ．外部発表会への参加            
A1 A2 A3 B1 B2 C1 C2 D1 D2 D3 D4 E1 E2 

       〇 〇 〇  〇 〇 

＜仮説＞ 

研究開発 3 での外部連携の充実により、課

題研究の発展が期待でき、5 つの力を育成

できる。 

＜研究内容・方法＞ 

(1）概要 

今年度も ASⅡ、Ⅲ、科学部を中心に多くの

外部発表会へ参加した。GLS をはじめ、英語

での研究発表も行うことができた。 

(2）目標 

1.各自が研究活動での自己の役割を果たし、

他者の考えも受け入れた上で自分の意見を

述べ、改善した計画を率先してリード（サ

ポート）する。 

2.他の人の研究発表を聞き、グラフや表の数

値に着目して疑問に思ったことについて質

問する。 

3.英語での口頭発表に参加し、英語による質

疑を正しく聞き取り、英語で適切な応答を

することができる。 

4.多くの先行研究や自身の研究成果を参考に

し、今までになかった地域への提案を創造

する。 

5.実験（調査）を複数回行い、その結果を根

拠とした提案を地域に発信し、地域と連携

して粘り強く研究を進める。 

(3）内容 
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ⅰ)サイエンスインターハイ＠SOJO              

日 時 令和 5年 7月 22日（土） 

参加者 3年 ASクラス 

会 場 天草高校（オンライン） 

崇城大学での口頭発表とオンラインによ

るポスター発表のハイブリッド形式で実施

された。ASⅢの 9班が一般部門に参加し、ポ

スター発表を行った。考察や結論を導く方

法に着目して他校の発表を聞くように促し、

学んだことを後日全体で共有した。 

 
オンライン発表をするイルカ班 

サイエンスインターハイ@SOJOの HP記事 

ⅱ)グローバル・リンク・シンガポール（GLS）              

日 時 令和 5年 7月 29日（土） 

                     ～7月 31日（月） 

参加者 科学部 3名 

会 場 南洋理工大学（シンガポール） 

課題研究の世界大会として知られる GLS に

科学部ホタル班が出場した。3 月のつくば

Science Edgeでの「創意指向賞」の受賞によ

り招待権を獲得しての出場である。 

台湾やタイなど 5 つの国と地域から約 200

名が参加した本大会では、基調講演の後、英

語でのスライド発表およびポスタープレゼン

テーションが行われた。入賞には至らなかっ

たものの、英語での発表や質疑応答を経験す

るだけでなく、様々な国から参加した学生の

研究について知り、研究方法やプレゼンテー

ションの見せ方等、今後につながる多くのこ

とを学ぶ機会となった。 

この大会では、研究発表をするだけでなく、

大学の研究施設を見学したり、現地の研究者

の講義を受けたりする機会もあった。研究室

を訪れ、研究機材や実験道具等を目にするこ

とで、海外で行われている研究について理解

を深めることができた。また、各国の中高生

や南洋理工大学の学生との様々なアクティビ

ティを通じて英語での交流を図った。 

 

 

 

 
Global Link Singapore 2023 の様子 

Global Link Singapore 2023の HP記事 

 

ⅲ)熊本スーパーハイスクール（KSH）全体発表会               

日 時 令和 5年 12月 23日（土） 

参加者 2年 ASクラス、 科学部 計 29名 

会 場 グランメッセ熊本 
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 熊本県内の 50 校が探究成果を発表する

「県立高校学びの祭典」にて、2 年 AS クラ

ス 12 班及び科学部ホタル班が日本語または

英語でのポスター発表を行った。また、科

学部が学校ブースにて天草高校のカリキュ

ラムや探究活動について来場者に紹介した。 

 大部分（77％）の生徒にとって学校外で

発表を行う機会となった。1 班あたり平均

9.5 人の来場者に向けて発表を行うことがで

きた。以下は参加者のうち AS クラスの生徒

（22 名）にポスター発表後に行った事後ア

ンケート結果の抜粋である。 

＜よくできた点＞ 

・相手を見て伝わりやすいように発表できた。 

・要点を簡潔にまとめて伝えることができた。 

・小学生が来たとき、分かりやすい言葉で言

い換えて説明ができた。 

・来る人に自分から声をかけて、発表を聴い

てもらうことができた。 

＜改善すべき点＞ 

・早口になってしまうことがあった。 

・手の動きが少なかった。 

・数値データが少なかったため、結果をはっ

きりと言うことができなかった。 

・ポスターにイラストや写真などを入れ、よ

り分かりやすくすべきだった。 

 
     KSH「学びの祭典」（HP記事） 

 

 ⅳ)世界に羽ばたく高校生の研究成果発表会  

日 時 令和 5年 12月 17日（日） 

参加者 2年 ASクラス メタンガス班 

会 場 九州大学 伊都キャンパス 

九州大学未来創生科学者育成プロジェク

ト（QFC-SP）の高校生や九州・山口地区の

SSH・WWL・SPH 校の高校生研究者が集う発

表会である。今年度は昨年度とは異なり、

ポスター形式での口頭研究発表が行われ、

24校 53件の発表があった。口頭発表後は審

査員の評価の高かった 6 班がステージで口

頭発表を行った。本校からは ASⅡのメタン

ガス班が口頭発表に参加した。発表時間 5

分という短い時間で自分たちの研究発表を

行った。 

セッションは 3 回行われ、最初のセッシ

ョンでは、研究背景や目的をうまく説明で

きないこともあったが、セッションを重ね

るごとに自分たちの研究の利点や工夫して

いる部分について自信を持って発表できる

ようになった。入賞やステージ発表には選

出されなかったものの、自分たちの研究に

対して理解を深める機会となり、今後の探

究活動の方向性や実験方法について、専門

家からのアドバイスを受けることができた。 

 
ポスター発表をするメタンガス班 

 

ⅴ)科学の甲子園               

期 日 令和 5年 11月 12日（日） 

  会 場 熊本県庁防災センター 

  出場者 2年生 6名（男子 5名、女子 1名） 

  ※希望者を募り､学年で決定 

9 月下旬から参加生徒を募り、10 月上旬

に参加者の招集し、大会の概要について説

明した。筆記試験については、科学の甲子

園全国大会の過去問題を使い週に 1 回程度

演習を行った。 

実技試験については、事前公開が行われ

た実技競技について協議を行った。実技協

議の内容は用意された材料の弾性力を用い

て粘土を発射し、約 2m 先のコップに入れる

というものであった。弾性力の定義を復習

し、段ボールと両面テープのみを使って約

1g の粘土を正確に発射させることができる

装置を試行錯誤しながら製作した。当日は

本番直前まで参考書を見て筆記試験に備え

る姿が見られ、実技試験では時間内に発射

装置を完成させ、1 位の記録に並ぶ得点を
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あげることができた。筆記試験の結果と合

わせた総合成績は 11校中 6位であった。 

 
実技試験の様子 

科学の甲子園の HP記事 

 

＜検証＞ 

 次のグラフは D1、D3、E1、E2 の自己評価に

おいて、サイエンスインターハイ@SOJO および

GLS に参加した生徒（35 名）と参加者以外の 3

年生を比較したものである。参加者以外の評価

が 3.0 を上回っている D1 および D3 については、

外部発表会へ参加した生徒との差はほとんどみ

られないが、参加者以外の評価が 3.0 に満たな

い E1 および E2 については、外部発表会への参

加した生徒の評価が高い。このことから、外部

発表会に参加することで、特に創造する力（E）

が向上すると考えられる。 

 
外部発表会への参加による効果（3年生） 

 

 
外部発表会への参加による効果（2年生） 

（４）実施の効果とその評価 

＜研究機関での実習＞ 

関西研修に参加した 2年 ASクラスへのアン

ケート結果をみると、科学的知識を深め、自

然科学に対する好奇心を高めることが十分で

きたと考えられる。また、熊本大学研修や九

州大学臨海実験所研修に参加した 1 年生も、

最新の研究機器や実験施設に触れることで、

課題研究の研究手法についての知識を深め、

進路意識の向上を図ることができた。 

＜海外との連携＞ 

  マレーシアでの海外研修は実施できなかっ

たが、代替として JICA 九州での代替研修を

実施した。海外からの多くの技術者と交流し

プレゼン発表をすることで、英語の活用を図

り、課題研究の深化につながった。さらに、

ASクラス以外にも門戸を開いた台湾研修を開

始することで、ASⅠ及び ATⅠの研究に関して

も海外で発表する機会が生まれた。 

＜研究者との連携＞ 

1 年生対象にプレゼンテーション講演会を

実施し、自らの考えを分かりやすく他者へ伝

える方法について学んだ。3 月に実施した特

別講演会では、海外で活躍する研究者に、こ

れまで独自の研究を突き詰め、英語力も武器

に道を切り開いてきた経験等を語っていただ

いた。これらの講演会に参加することは、生

徒の課題研究の深化や、地域に発信する技能

の獲得につながると考える。 

＜地域との連携＞ 

小中学生を対象とした科学体験教室「天草

サイエンスアカデミー」や商店街の活性化を

目指した「ミニサイエンスアカデミー」、ア

マプロ（環境シンポジウム）を継続実施する

ことができた。前回の反省を活かしてイベン

トを企画・運営することによって、地域から

の認知度が高まりつつある。地域主催のイベ

ントやコンテスト等で有識者と交流し、意見

交換することもできた。 

＜外部発表会への参加＞  

2 年 AS クラスや科学部を中心に年間 12 回

の外部発表会に参加した。大学の教授や他校

の生徒とのディスカッションが自己の研究を

深化させるきっかけになった。また GLS や

ICAST 等の英語を用いた発表会に参加したこ

とは、生徒の英語力を高め、国際社会に参画

する態度を育てた。 
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（５）校内における SSHの組織的推進体制 

 
 

（６）成果の発信・普及 

課題研究に取り組む生徒の様子や講演会や

発表会への参加など、全ての活動を本校の HP

に公開している。今年度は 1 月までに 224 件

のトピックを投稿し、そのうち約 3割（72件）

は日英併記となった（昨年度は日本語記事

229 件）。また、SDGs シンポジウムでの成果

発信をはじめ、各種広報誌やテレビ、新聞等

の外部メディアによる広報を通じて、成果の

発信や普及に努めている。 

 

（７）研究開発実施上の課題及び今後の研究開

発の方向 

＜課題＞ 

  マレーシアでの研修が実施できず、海外研

修は台湾研修のみとなった。また、希望生徒

数に対して実際に参加させることができた生

徒数はわずかであった（希望者 16 名、参加

者 4 名）。なお、今年度の研修では参加者決

定から研修開始までに 1 か月程度しかなく、

英語での発表準備に課題が残った。特に参加

決定後に共同研究を始めた班はデータを収集

して考察を行う時間が圧倒的に不足した。 

  2 年生の天草探究（ATⅠ）においては、大

半が新しく研究テーマを設定し、週 1 時間と

いう限られた時間で先行研究の調査や研究計

画の立案等から始めた結果、実際の研究や調

査に割く時間が少なくなってしまった。本評

価では調査した 4 項目とも伸びが見られたも

のの、個々の研究内容を見ると、研究手法や

仮説の立案に課題が残る班も多かった。 

1 年生対象の熊本大学研修では、研究手法

の深まりや進路意識の向上が見られた一方、

研修先の選択が難しかった生徒や十分な学び

が得られなかった生徒もいた。九州大学臨海

実験所研修においては、D3（質問する）の伸

びなど一定の効果が見られたが、C2（考察し

結論を導く）等、研修の未受講者よりも伸び

の数値が下回る項目もあった。このような研

究機関での実習は生徒が探究活動への取組や

考え方を学ぶ機会として効果的である一方、

生徒が課題研究や大学進学を意識したり、研

修中に自然とルーブリック評価を意識した活

動を行ったりできるように、事前準備等には

再検討が必要だと考えられる。 

今年度は GLS をはじめ外部発表会への英語

発表に複数参加したほか、JICA研修で 2年 AS

クラス全班が英語による発表を行い、成果発

表会にも英語での発表を盛り込むなど、英語

を活用する機会が多かった。しかし、スライ

ドや発表の質、質疑応答を中心とした英語で

の発表技術にはまだ課題も多い。 

＜今後の研究開発の方向＞ 

海外研修の担当者を任命し、できるだけ現

地で研修が実施できるよう早い段階に計画及

び先方との調整を行う。また、より多くの生

徒の参加を目指し、予算等についても再検討

するとともに、可能な限り国内の生徒が海外

研修に遠隔（オンライン）参加する機会を設

ける。英語での発表の質を上げるため、英語

科職員や外国語指導助手（ALT）と更に連携

を深め、計画的に指導を行っていく。 

天草サイエンスⅠ（ASⅠ）においては、来

年度より、研究手法を学ぶ講座を年度当初に

組み込む。先行研究の方法や仮説の立案につ

いて系統立てて学習するともに、数値を適切

に処理し、表現する力を伸ばすような講座や

活動を盛り込む。このことが 2 年生の天草サ

イエンスⅡ（ASⅡ）および天草探究Ⅰ（ATⅠ）

の段階で研究内容を深め、より説得力のある

検証や考察につながると考える。 

なお、ATⅠでは、前年度 ASⅠにおいて編成

した班で継続して研究を進める形式に変更す

る。年度が変わる際にテーマ選定を再度行う

ことなく、研究を積み上げることができる。

さらに、ATⅠおよび ATⅡでは、同学年の生徒

のみだけでなく、研究テーマに応じて 2、3

年の合同班の編成も可能とする。 

また、1 年生を対象とした熊本大学研修お

よび九州大学臨海実験所研修に関しては事前

指導の方法や希望調査の時期について再検討

を行う予定である。 


